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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公表番号】特表2005-522189(P2005-522189A)
【公表日】平成17年7月28日(2005.7.28)
【年通号数】公開・登録公報2005-029
【出願番号】特願2003-546778(P2003-546778)
【国際特許分類】
   Ａ２３Ｋ   1/18     (2006.01)
   Ａ２３Ｋ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/734    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ２３Ｋ   1/18    １０２Ａ
   Ａ２３Ｋ   1/18    　　　Ｄ
   Ａ２３Ｋ   1/18    　　　Ｚ
   Ａ２３Ｋ   1/16    ３０３Ｄ
   Ａ２３Ｋ   1/16    ３０４Ｃ
   Ａ６１Ｋ  31/734   　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １７１　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年2月8日(2010.2.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００３】
　アルギン酸塩は、アルギン酸の塩であって、本明細書中ではＭと称する（１－４）結合
したβ－Ｄ－マンヌロン酸、および本明細書中ではＧと称するα－Ｌ－グルロン酸からな
る直鎖状のヘテロ多糖である。これら２種のウロン酸は次式を有する：
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　（実施例３）
　抽出前工程において塩を加えることにより、マンヌロン酸の含量をさらに増加させるこ
とが可能である。１９９６年８月のチリからのダービリア・アンタルクティカ（破砕され
た＞７０メッシュの粗い粒子）藻類２０グラムに５００ｍｌの水およびある量のＮａＣｌ
を加え、そして攪拌速度１４０ｒｐｍで、温度２０℃で２時間、ジャー(Jar)検査機械で
の攪拌下、抽出した。以下の表に記載されるとおりの溶液濃度まで塩を加えた。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
【表７】

【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】

【表８】

【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
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【表９】

【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】

【表１０】
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